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プラグイン導入方法



１．プラグイン導入

■プラグインを導入したいkintoneのシステム管理に入ります。
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右上の歯車マークを押すと項目が現れます

項目からkintoneシステム管理を選択

します。

(kintoneシステムの管理権限が必要

です）



１．プラグイン導入

■システム管理のプラグインに入りダウンロードしたファイルを読み込みます。
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読込ボタンを押すと下記の表示がされるので参照

からダウンロードしたファイルを選択してください。



１．プラグイン導入

■自動採番プラグインが表示されていれば導入完了です。
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設定方法



１．アプリへの設定方法 － フィールドの追加

■プラグインを使用したいアプリに２つのフィ－ルドを追加します。

自動採番を設置したい場所に

「文字列（１行）」フィールドを追加
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採番番号を保持するための

「数値」フィールドを追加



２．アプリへの設定方法 － プラグインの追加

■次に、アプリの設定画面の「設定」タブから「プラグイン」をクリックします。

【注意】

プラグインの設定に移る前にアプリを公開してください。

アプリを公開していない場合、エラーが起こり保存する

ことができません。
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３．アプリへの設定方法 － プラグインの追加

■以下の手順にしたがって、アプリにプラグインを追加してください。

①＋追加するをクリック

②「自動採番プラグイン」にチェック

を入れ、「追加」をクリック
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３．アプリへの設定方法 － プラグインの設定

■追加した「自動採番プラグイン」の設定画面に移動します。

歯車マークをクリックで

設定画面に移動
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３．アプリへの設定方法 － プラグインの設定

■ 「自動採番プラグイン」の設定画面に遷移すると、以下の画面が表示されます。
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３．アプリへの設定方法 － プラグインの設定

■書式設定により、設定する項目が変化します。
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【採番フィールド】

文字列（1行）フィールドのみ表示されます

選択したフィールドに設定した形式で採番が割り

当てがされていきます。

【採番番号管理フィールド】

数値フィールドのみ表示されます。

設定したフィールドは非表示になります。（※1）

採番の番号が保管されます。

【採番番号管理について】

これまでに登録された採番番号管理フィールドが最大値のレコードに1を加算して、次の連番番号が登録される仕組みになっています。

インポートやデータ整理をした場合は、自動では登録されません。手動で番号を割り当てる必要があります。

最大値を参照しているので、対象の最大値連番レコードの採番番号管理フィールドに連番番号を入力するだけでも動きます。

チェックボックスにチェックを入れると、(※１)の設定したフィールドが表示されるようになります。



３．アプリへの設定方法 － プラグインの設定

■書式設定により、設定する項目が変化します。
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採番の書式を選択

※一度設定した値は変更できません

ご注意ください



３．アプリへの設定方法 － プラグインの設定（連番）

■以下を参考にプラグイン設定を行い、保存してください。

採番の書式を選択

連番の桁数を設定

（入力した桁数以下の場合は0埋めが

されます）

例） 桁数: 4  →  0001
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３．アプリへの設定方法 － プラグインの設定（テキスト + 連番）

■以下を参考にプラグイン設定を行い、保存してください。
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⇒

⇒

接続するテキストを設定 （テキスト + 連番）

例） 「HI – 」 ⇒ HI – 001

「MH 」 ⇒ MH 4

※一度設定した値は変更できません

【注意】

テキストに文字列を入力するようにしてください。

テキストの先頭から４文字のいずれかは数字以外で

登録してください。

テキストの末尾は数字以外の文字で登録してください。



３．アプリへの設定方法 － プラグインの設定（テキスト + 連番）
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■以下を参考にプラグイン設定を行い、保存してください。 【注意】

テキストに文字列を入力するようにしてください。

テキストの先頭から４文字のいずれかは数字以外で

登録してください。

テキストの末尾は数字以外の文字で登録してください。



３．アプリへの設定方法 － プラグインの設定（年 + 連番）

■以下を参考にプラグイン設定を行い、保存してください。
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『 連番区切り文字』 を設定

（年 + 連番区切り文字 + 連番）

例） 「–」 ⇒ 2025 – 01

「_ LE _」 ⇒ 2025_LE_0008

※一度設定した値は変更できません

※「初期化する」を選択時

連番のリセットする月の設定

（設定した月の次月にリセットされます）

【注意】

連番区切り文字を設定してください。

連番区切り文字の末尾は数字以外の文字で

登録してください。



３．アプリへの設定方法 － プラグインの設定（年 + 連番）

■以下を参考にプラグイン設定を行い、保存してください。
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【注意】

連番区切り文字を設定してください。

連番区切り文字の末尾は数字以外の文字で

登録してください。



３．アプリへの設定方法 － プラグインの設定をアプリに反映する

■最後に、アプリの設定画面から「アプリを更新」ボタンをクリックし、プラグインの設定
を反映してください。

「アプリを更新」をクリックするまで、プラグイン設定はアプリに反映されませんのでご注意ください。
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利用方法



１．利用方法 － レコードを新規登録する

■プラグインを導入したアプリでレコードを新規登録します。

保存をクリックすると採番されたレコードが登録されます。

21



１．利用方法 － レコードを新規登録する

■以下の設定の場合は、右の形で登録になります。
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『HI - 』が先頭に付きます

3桁まで０埋めで表現されます

テキスト⇒「HI - 」 連番桁数⇒「3」



１．利用方法 － レコードを新規登録する

■過去にレコードが登録されていた場合は、採番番号管理フィールドの数値の降順の
一番上のレコードに1が加算された番号で登録がされていきます。
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１．利用方法 － レコードを新規登録する

■インポートパターン 成功例と失敗例
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インポート後に採番番号に最大値に採番

管理フィールドを設定したパターン

インポート後に採番番号に最大値に採番

管理フィールドを設定しなかったパターン


